沼津市新中間処理施設整備運営事業
プラント機械設備仕様概要説明書
（リサイクル施設編）
（様式14）
令和６年４月
沼　津　市
プラント機械設備仕様概要説明書（リサイクル施設編）（様式14）記入要領
本様式は、建設工事要求水準書（以下「要求水準書」という。）に基づく入札参加者が提案するプラント機械設備（リサイクル施設編）の設計仕様概要資料とする。入札参加者の提案に基づき本様式に変更がある場合は、本様式に倣い項目を追加のうえ記入すること。
プラント機械設備仕様概要説明書（リサイクル施設編）の作成に当たっては、次のことに留意のうえで記入すること。
1.　　　社仕様内容の欄に記入すること。
2.記入内容は、技術提案書を構成する他の資料と相違のないように留意すること。
3.各ページ右上の社名の記入は不要とする。
以　上
	プラント機械設備工事
	
	

	１．受入供給設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	計量機
	計量機
	・「第3章プラント機械設備工事仕様（エネルギー回収型廃棄物処理施設編）第2節3-2-1.計量機」を共用する。なお、混載してきた直接搬入者の重量について、一般持ち込みごみ回収所に小型の計量機を設け、ごみ計量機と連動し、データ処理できるよう計画すること。
	

	プラットホーム
	形　　式
	屋内式
	

	
	通行方式
	一方通行式
	

	
	構　　造
	
	

	
	床
	　　
	　　

	
	壁（S造とする場合は臭気漏洩対策を講じる）
	　　
	　　

	
	天井（S造とする場合は臭気漏洩対策を講じる）
	　　
	　　

	
	主要寸法
	幅18m以上×長さ　　m
高さ6.5m以上（梁下有効高さ6.5ｍ以上）
	幅　　m以上×長さ　　m
高さ　　m以上

	
	勾配
	2.0％程度
	　　％程度

	プラットホーム
	附属設備
	・ごみ焼却施設のプラットホームに付帯する設備と共用により省略可能な機能については省略しても可とする。
・プラットホームの出入口扉は電動扉自動開閉式とする。有効開口扉幅は5.0ｍ以上とし高さは4.5ｍ以上とする。出入口扉は、車両通過時に扉が閉まらない安全対策を講じた構造とすること。検知方式の異なる車両感知センサーにより二重化し、安全に配慮した計画とすること。
・出入口扉の駆動動力は非常電源系統より給電すること。また、手動開閉機能を付帯させること。
・出入口扉の開閉動作に連動するエアカーテンを設置する（連動・自動・手動の切替が可能であること）。
・プラットホーム監視室を設ける。プラットホーム監視室の配置は、車両の運行に障害にならない位置、かつプラットホーム全体を見渡せる位置に設けること。条件を満たす場合はごみ焼却施設と共用してもよい。
・高圧水洗浄装置（収納ボックス付）を設ける。高圧水洗浄装置は、床清掃に用いる他、必要に応じて搬入車両を洗浄可能とする。
・プラットホームの荷卸し・展開スペースには、赤外線カメラによる表面温度監視装置を設ける。
・プラットホームでは粉じんが発生することを踏まえ、プラットホームの荷卸し・展開スペース、プラットホームに面した受入ホッパの天井部分には集じんフードを設けて環境集じんを行うこと。環境集じんは、プラットホーム内の換気機能を兼ねるものとする。
・消火栓、手洗い、便所を設ける。
・良好な作業環境を維持するため、滞留防止ファンを設ける等の排気ガス対策を講じること。
・プラットホーム上は迅速に排水できる構造と、適切な排水溝を設けグレーチング蓋を付ける。
・出入口扉脇には通用口、または、ドアを設ける。
・プラットホームに面する鋼製建具でスチールドア及びシャッター及び枠の脚部（H=1.0m以下）は防錆対策を十分考慮した建具とすること。
・プラットホーム全体を写す監視用カメラ及びモニタを設置する。
	

	プラットホーム
	設計基準等
	・プラットホーム床面は、コンクリート仕上げ防水仕様とし、滑りにくく十分な強度と耐久性を確保して施工すること。
・プラットホームの有効幅員は18ｍ以上を確保する。
・プラットホームの有効高さは、6.5ｍ以上を標準とし、同スペース内で作業する作業用重機の動作範囲を考慮して事業者提案により決定する。
・プラットホームをごみ焼却施設と共用し、ごみ焼却施設とリサイクル施設のプラント設備をプラットホームを挟んで対面方向に配置する場合は、車両動線や作業動線に支障が無いことを条件にプラットホームの有効幅員をごみ焼却施設と合わせて30ｍ程度とすることを可とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	受入貯留ヤード（土木建築工事に含む）
	形　　式
	鉄筋コンクリート製三方壁囲い式
	

	
	数　　量
	一式
	　　式

	
	主要項目（受入ヤード）
	
	

	
	（1）焼却粗大ごみ
	
	

	
	容積算出単位体積重量
	0.1ｔ/㎥
	　ｔ/㎥

	
	必要容量
	　　日
	　　日

	
	有効貯留面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	有効貯留容量
	　　㎥、　　ｔ
	　　㎥、　　ｔ

	
	（2）せともの・ガラス類
	
	

	
	容積算出単位体積重量
	0.15ｔ/㎥
	　ｔ/㎥

	
	必要容量
	　　日
	　　日

	
	有効貯留面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	有効貯留容量
	　　㎥、　　ｔ
	　　㎥、　　ｔ

	
	（3）家電製品
	
	

	
	容積算出単位体積重量
	0.15ｔ/㎥
	　ｔ/㎥

	
	必要容量
	　　日
	　　日

	
	有効貯留面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	有効貯留容量
	　　㎥、　　ｔ
	　　㎥、　　ｔ

	
	（4）金属類
	
	

	
	容積算出単位体積重量
	0.15ｔ/㎥
	　ｔ/㎥

	
	必要容量
	　　日
	　　日

	
	有効貯留面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	有効貯留容量
	　　㎥、　　ｔ
	　　㎥、　　ｔ

	
	（5）その他プラスチック資源ごみ
	
	

	
	容積算出単位体積重量
	0.102ｔ/㎥
	　ｔ/㎥

	
	必要容量
	　　日
	　　日

	
	有効貯留面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	有効貯留容量
	　　㎥、　　ｔ
	　　㎥、　　ｔ

	
	（6）飲食用缶
	
	

	
	容積算出単位体積重量
	0.02～0.025ｔ/㎥
	　ｔ/㎥

	
	必要容量
	3日分以上
	　　日

	受入貯留ヤード（土木建築工事に含む）
	有効貯留面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	有効貯留容量
	　　㎥、　　ｔ
	　　㎥、　　ｔ

	
	(7)飲食用ビン
	
	

	
	容積算出単位体積重量
	0.141ｔ/㎥
	　ｔ/㎥

	
	必要容量
	3日分以上
	　　日

	
	有効貯留面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	有効貯留容量
	　　㎥、　　ｔ
	　　㎥、　　ｔ

	
	(8)ペットボトル
	
	

	
	容積算出単位体積重量
	0.03ｔ/㎥
	　ｔ/㎥

	
	必要容量
	3日分以上
	　　日

	
	有効貯留面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	有効貯留容量
	　　㎥、　　ｔ
	　　㎥、　　ｔ

	
	(9)危険ごみ（蛍光管含む）
	
	

	
	容積算出単位体積重量
	-
	　ｔ/㎥

	
	必要容量
	-
	　　日

	
	有効貯留面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	有効貯留容量
	　　㎥、　　ｔ
	　　㎥、　　ｔ

	
	設計基準等
	・容量は、原則として上記容量以上を確保すること。
・回分処理の対象とする品目の受入貯留ヤードの貯留容量は、運営管理事業者の運転計画に基づく回分処理に必要な十分な容量に対して余裕を持って計画する。
・危険ごみを除くその他の受入貯留ヤードの貯留容量は3日分以上とする。
・受入貯留ヤードには、RC製の仕切り壁を設ける。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	２．破砕・選別処理系列
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	低速回転破砕機受入ホッパ（必要に応じて設置）
（受入供給設備）
	形　　式
	鋼製エプロンコンベヤ
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	（1）有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	(2)主要寸法
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m

	
	(3)主要部材質・板厚
	　　、　　mm
	　　、　　mm

	
	(4)電動機
	　　kW
	　　kW

	
	(5)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	設計基準等
	・ホッパ天端は、プラットホーム床面とし、搬入車両の直接投入も可能とすること。
・着脱式安全柵を設け、系列運転停止時の安全対策を講じること。
・フォークリフト、ショベルローダによる投入に適した構成とすること。
・異物排出用の機能を備えること。作業用機械（重機・車両）を用いる計画でも可とする。
・ホッパ上部に集じんフードを設けること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	低速回転破砕機供給コンベヤ（受入供給設備）
	形　　式
	鋼製エプロンコンベヤ
	

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	（1）能　　力
	　　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	（2）主要寸法
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m

	
	（3）傾斜角
	　　°
	　　°

	
	（4）主要部材・板厚
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	エプロン
	
	　　

	
	チェーン
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	（5）電動機
	　　kW
	　　kW

	
	（6）操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	設計基準等
	・投入物の直撃に対し、十分な強度を有する堅牢なものであること。
・ごみの飛散防止策を講じ、コンベヤからの落下物を生じないような構造とすること。
・供給量を調整可能であること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	破砕・選別処理系列受入ホッパ（必要に応じて設置）
（受入供給設備）
	形　　式
	鋼製エプロンコンベヤ
	

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	（1）有効容量
	　　　㎥
	　　㎥

	
	（2）主要寸法
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m

	
	（3）主要部材質・板厚
	　　　　　、　　㎜
	　　　　　、　　㎜

	
	（4）電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	（5）操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	設計基準等
	・ホッパ天端は、プラットホーム床面とし、搬入車両の直接投入も可能とすること。
・着脱式安全柵を設け、系列運転停止時の安全対策を講じること。
・フォークリフト、ショベルローダによる投入に適した構成とすること。
・異物排出用の機能を備えること。作業用機械（重機・車両）を用いる計画でも可とする。
・ホッパ上部に集じんフードを設けること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	破砕・選別処理系列供給コンベヤ（受入供給設備）
	形　　式
	鋼製エプロンコンベヤ
	

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	（1）能　　力
	　　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	（2）主要寸法
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m

	
	（3）傾斜角
	　　°
	　　°

	
	(4)主要部材質
	フレーム　　
エプロン　　
チェーン　　
シャフト　　
	フレーム　　
エプロン　　
チェーン　　
シャフト　　

	
	(5)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(5)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	設計基準等
	・処理対象物の直撃に対し、十分な強度を有する堅牢なものであること。
・ごみの飛散防止策を講じ、コンベヤからの落下物を生じないような構造とすること。
・供給量を調整可能であること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	低速回転破砕機
（破砕設備）
	形　　式
	二軸式
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理能力
	　　t/h
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)供給最大寸法
	幅又は径　　m×長さ　　m
	幅又は径　　m×長さ　　m

	
	(3)回転数
	　　min-1
	　　min-1

	
	(4)駆動方式
	
	　　

	
	(5)電動機
	　　kW
	　　kW

	低速回転破砕機（破砕設備）
	(6)主要材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　

	
	インペラ
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	(7)操作方式
	現場及び遠隔自動
	

	
	設計基準等
	・破砕機は摩耗、腐食、損傷を十分考慮した材質とし、堅牢で耐久性があり点検、整備が容易な構造とすること。また、破砕刃等は、耐摩耗性に優れていること。
・切断刃は、耐摩耗性に富む耐久性の高いもので、部品交換も容易なこと。
・過負荷対策として、破砕機の負荷に応じて、自動的にごみの供給を停止する制御機能等を有するとともに自動排出機能を装備すること。また、非常停止装置を設けること。
・切断不能時の警報表示、緊急停止機能、異物排出機能を有すること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	破砕機用油圧ユニット（必要に応じて設置）（破砕設備）
	設計基準等
	・油圧ユニットは破砕機室とは別室に配置し、防音措置を行うとともに防油堤を設けること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	破砕・選別処理系切替コンベヤ（必要に応じて）
（破砕設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m

	
	(3)傾斜角
	　　°
	　　°

	
	(4)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	エプロン
	
	　　

	
	チェーン
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	(5)電動機
	　　kW
	　　kW

	
	(6)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	設計基準等
	・破砕物の直撃に対し、十分な強度を有する堅牢なものであること。
・ごみの飛散防止策を講じ、コンベヤからの落下物を生じないような構造とすること。
・搬送量を調整可能であること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	高速回転破砕機投入コンベヤ（破砕設備）
	形　　式
	鋼製エプロンコンベヤ
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	（1）能　　力
	　　t/h 
	　　t/h

	
	（2）主要寸法
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　

	
	（3）傾斜角
	　　°
	　　°

	
	(4)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	エプロン
	
	　　

	
	チェーン
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	(5)電動機
	　　kW
	　　kW

	
	(6)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	設計基準等
	・破砕機における爆発及び破砕物の直撃に対し、十分な強度を有する堅牢なものであること。
・破砕機における爆発時の爆風を排気する機能を装備すること。
・ごみの飛散防止策を講じ、コンベヤからの落下物を生じないような構造とすること。
・供給量を調整可能であること。
・必要に応じて供給フィーダーを設けること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	高速回転破砕機（破砕設備）
	形　　式
	　　　　竪型
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	（1）処理能力
破砕寸法
	　　t/h 
15㎝以下
	　　t/h
　　㎝以下

	
	（2）投入口寸法
	　　mm×　　mm以上
	　　mm×　　mm以上

	
	（3）回転数
	　　min-1
	　　min-1

	
	（4）駆動方式
	
	　　

	
	（5）要部材質・軸径
	　　、　　mm
	　　、　　mm

	
	（6）電動機
	　　kW
	　　kW

	
	（7）主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	エプロン
	
	　　

	
	チェーン
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	（8）操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	設計基準等
	・破砕機は摩耗、腐食、損傷を十分考慮した材質とし、堅牢で耐久性があり点検、整備が容易な構造とすること。また、破砕刃等は、耐摩耗性に優れていること。
・電動機容量は、定格破砕能力の1.5倍以上とすること。
・ごみ質の変動に対しても、容易に処理ができる構造とし、操作室よりの遠隔操作とすること。
・破砕機の負荷変動に応じて、供給コンベヤの速度制御を行うこと。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	高速回転破砕機用油圧ユニット（必要に応じて設置）（破砕設備）
	設計基準等
	・油圧ユニットは破砕機室とは別室に配置し、防音措置を行うとともに防油堤を設けること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	破除袋機（選別設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理能力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　m×長さ　　m
	幅　　m×長さ　　m

	
	(3)速　　度
	　　m/min(又はmin-1)
	　　m/min(又はmin-1)

	
	(4)電動機
	　　kW
	　　kW

	
	(5)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(6)主要部材質
	
	

	
	本体
	
	　　

	
	主要部
	
	　　

	
	設計基準等
	・詰まり巻き込みの少ない構造とし、これらの除去が容易な構造とすること。
・破袋機から落下物が生じない構造とすること。
・振動、騒音の小さい構造とすること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	破砕・選別系手選別
コンベヤ（選別設備）
	形　　式
	ベルトコンベヤ
	　　

	
	数　　量
	一式
	　　式

	
	主要項目
	
	

	
	(1)搬送能力
	　　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)機　　速
	　　m/min
	　　m/min

	
	(3)寸　　法
	　　
	　　

	
	(4)駆動方式
	　　
	　　

	
	(5)電動機
	　　kW
	　　kW

	
	(6)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	

	
	(7)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	

	
	ベルト
	
	

	
	設計基準等
	・可逆転、可変速操作可能とすること。
・機速は自由に調節可能とし、手選別コンベヤ直近に緊急停止装置を設けること。
・コンベヤから落下物の生じにくい形状とすること。
・作業員から見やすい位置にコンベヤの運転表示灯を設けること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	磁選機（選別設備）
	形　　式
	吊下式
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理能力
	　　ｔ/ｈ（破砕物として）
　　ｔ/ｈ（磁生物として）
	　　ｔ/ｈ
　　ｔ/ｈ

	
	(2)ベルト速度
	　　m/min
	　　m/min

	
	(3)ベルト寸法
	幅　　×長さ　　
	幅　　×長さ　　

	
	(4)磁束密度
	　　T～　　T
	　　T～　　T

	
	(5)電動機
	　　kW
	　　kW

	
	(6)操作方式
	遠隔自動・現場手動
	　　

	
	(7)主要部材質
	
	

	
	ベルト
	　　、厚さ　　mm
	　　、厚さ　　mm

	
	スクレーパ
	
	　　

	
	その他
	
	　　

	
	設計基準等
	・耐摩耗性、耐久性、耐腐食性、効率性に優れたものとすること。
・粉じん、清掃対策も考慮した構造とすること。
・現場で操作しやすい場所に現場操作盤を設けること。
・点検・補修が容易に行える構造とすること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	風力選別機（選別設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	設置個所
	
	　　

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)風　　量
	　　m/ｍｉｎ
	　　ｍ/ｍｉｎ

	
	(2)電動機
	　　ｋW
	　　ｋＷ

	
	(3)操作方法
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	破砕物選別装置（選別設備）
	形　　式
	トロンメル式回転篩
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理能力
	　　ｔ/ｈ（磁選後の破砕物として）
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)篩目開き、形状
	　　
	　　

	
	(3)篩面寸法
	
	　　

	
	(4)傾斜角度
	
	　　

	破砕物選別装置（選別設備）
	(5)回転数
	
	　　

	
	(6)駆動方式
	
	　　

	
	(7)電動機
	　　ｋW
	　　

	
	(8)操作方法
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(9)主要部材質
	
	

	
	ふるい部
	　　、厚さ　　mm
	　　、厚さ　　mm

	
	フレーム
	　　
	　　

	
	設計基準等
	・耐摩耗性、耐久性、耐腐食性、効率性に優れたものとすること。
・速度調整を可能とすること。
・粉じん、清掃対策も考慮した構造とすること。
・騒音、振動対策を施すこと。
・目詰まり、閉塞等しにくい構造とし、点検が容易なよう点検口を設けること。
・篩は必要に応じ複数の目開きを納入すること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	不燃物精選装置（選別設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理能力
	　　ｔ/ｈ（装置入口の選別物として）
	　　ｔ/ｈ


	
	(2)篩目開き、形状
	　　
	　　

	
	(3)駆動方式
	
	　　

	
	(4)電動機
	　　kW（構成する装置の別に）
	　　kW

	
	(5)操作方法
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(6)主要部材質
	　　、厚さ　　mm
	　　、厚さ　　mm

	
	設計基準等
	・耐摩耗性、耐久性、耐腐食性、効率性に優れたものとすること。
・粉じん、清掃対策も考慮した構造とすること。
・速度調整を可能とすること。
・騒音・振動対策を施すこと。
・目詰まり、閉塞等しにくい構造とし、点検が容易なよう点検口を設けること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	アルミ選別機（選別設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理能力
	　　ｔ/ｈ（装置入口の選別物として）
　　t/h（アルミとして）
	　　ｔ/ｈ
　　ｔ/ｈ

	
	(2)構造・材質
	　　
	　　

	
	(3)駆動方式
	
	　　

	
	(4)寸　　法
	
	　　×　　

	
	(5)磁束密度
	　　T
	　　T

	
	(6)電動機
	
	

	
	ベルト
	　　kW
	　　kW

	
	電磁石
	　　kW
	　　kW

	
	(7)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	設計基準等
	・耐摩耗性、耐久性、耐腐食性、効率性に優れたものとすること。
・粉じん、清掃対策も考慮した構造とすること。
・現場で操作しやすい場所に現場操作盤を設けること。
・点検・補修が容易に行える構造とすること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	可燃物搬送コンベヤ（搬送設備）
	形　　式
	ベルトコンベヤ
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ

	
	(3)傾斜角
	　　°
	　　°

	
	(4)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(5)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(6)計量装置
	１式
	１式

	
	(7)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	ベルト
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	破砕物搬送コンベヤ（搬送設備）
	形　　式
	鋼製エプロンコンベヤ
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　

	
	(3)傾斜角
	　　°
	　　°

	
	(4)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	エプロン
	
	　　

	
	チェーン
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	(5)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(6)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	設計基準等
	・破砕機における爆発及び破砕物の直撃に対し、十分な強度を有する堅牢なものであること。
・破砕機における爆発時の爆風を排気する機能を装備すること。
・ごみの飛散防止策を講じ、コンベヤからの落下物を生じないような構造とすること。
・供給量を調整可能であること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	鉄搬送コンベヤ（搬送設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ

	
	(3)傾斜角
	　　°
	　　°

	
	(4)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(5)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(6)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	ベルト
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	アルミ搬送コンベヤ（必要に応じて）
（搬送設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ

	
	(3)傾斜角
	　　°
	　　°

	
	(4)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(5)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(6)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	ベルト
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　


	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	可燃性選別残渣搬送コンベヤ
（必要に応じて）（搬送設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ

	
	(3)傾斜角
	　　°
	　　°

	
	(4)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(5)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(6)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	ベルト
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	不燃性選別残渣搬送コンベヤ
（必要に応じて）（搬送設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ

	
	(3)傾斜角
	　　°
	　　°

	
	(4)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(5)操作方法
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(6)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	ベルト
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	切替コンベヤ（必要に応じて）（搬送設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ

	
	(3)傾斜角
	　　°
	　　°

	
	(4)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(5)操作方法
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(6)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	ベルト
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	搬出・貯留設備
	破砕・選別処理系列　搬出・貯留設備
	本章第8節搬出・貯留設備を参照する。
	


	プラント機械設備工事
	
	

	３．缶処理系列
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	缶受入ホッパ（受入供給設備）
	形　　式
	鋼板溶接構造船底型
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	・ホッパ天端は、プラットホーム床面とし、搬入車両の直接投入も可能とすること。
・着脱式安全柵を設け、系列運転停止時の安全対策を講じること。
・フォークリフト、ショベルローダによる投入に適した構成とすること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	缶供給コンベヤ（受入供給設備）
	形　　式
	鋼製エプロンコンベヤ
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ

	
	(3)傾斜角
	　　°
	　　°

	
	(4)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(5)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(6)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	エプロン
	
	　　

	
	チェーン
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	設計基準等
	・ごみの飛散防止策を講じ、コンベヤからの落下物を生じないような構造とすること。
・点検・補修が容易に行える構造とすること。
・供給量を調整可能であること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	缶手選別コンベヤ（選別設備）
	形　　式
	ベルトコンベヤ
	　　

	
	数　　量
	一式
	　　式

	
	主要項目
	
	

	
	（1）搬送能力
	　　t/h 
	　　t/h

	
	（2）機　　速
	　　m/min
	　　m/min

	
	（3）寸　　法
	　　
	　　

	
	（4）材質・板厚
	
	　　

	
	（5）駆動方式
	
	　　

	
	（6）電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	（7）操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	（8）主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	ベルト
	
	　　

	
	設計基準等
	・可逆転、可変速操作可能とすること。
・機速は自由に調節可能とし、手選別コンベヤ直近に緊急停止装置を設けること。
・コンベヤから落下物の生じにくい形状とすること。
・作業員から見やすい位置にコンベヤの運転表示灯を設けること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	缶磁選機（選別設備）
	形　　式
	吊下式
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理能力
	　　t/h（対象物として）
　　t/h（磁生物として）
	　　t/h（対象物として）
　　t/h（磁生物として）

	
	(2)ベルト速度
	　　m/min
	　　m/min

	
	(3)ベルト寸法
	幅　　×長さ　　
	幅　　×長さ　　

	
	(4)磁束密度
	　　T～　　T
	　　T～　　T

	
	(5)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW


	
	(6)操作方法
	遠隔自動・現場手動
	　　

	
	(7)主要部材質
	
	

	
	ベルト
	　　、厚さ　　mm
	　　、厚さ　　mm

	
	スクレーパ
	
	　　

	
	その他
	
	　　

	
	設計基準等
	・耐摩耗性、耐久性、耐腐食性、効率性に優れたものとすること。
・粉じん、清掃対策も考慮した構造とすること。
・現場で操作しやすい場所に現場操作盤を設けること。
・点検・補修が容易に行える構造とすること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	缶アルミ選別機（選別設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理能力
	　　t/h（装置入口の選別物として）
　　t/h（アルミとして）
	　　t/h（装置入口の選別物として）
　　t/h（アルミとして）

	
	(2)構造・材質
	
	　　

	
	(3)駆動方式
	　　
	　　

	
	(4)寸　　法
	　　×　　
	　　×　　

	
	(5)磁束密度
	　　T
	　　T

	
	(6)電動機
	
	

	
	ベルト
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	電磁石
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(7)操作方法
	現場手動・遠隔自動
	　　

	缶アルミ選別機（選別設備）
	設計基準等
	・耐摩耗性、耐久性、耐腐食性、効率性に優れたものとすること。
・粉じん、清掃対策も考慮した構造とすること。
・現場で操作しやすい場所に現場操作盤を設けること。
・点検・補修が容易に行える構造とすること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	可燃性選別残渣搬送コンベヤ（必要に応じて）（搬送設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	（1）能　　力
	　　t/h
	　　t/h

	
	（2）主要寸法
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ
	幅　　ｍ×長さ　　ｍ

	
	（3）傾斜角
	　　°
	　　

	
	（4）電動機
	　　kW
	　　kW

	
	（5）操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	（6）主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	ベルト
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	　　

	搬出・貯留設備
	缶処理系列　搬出・貯留設備
	本章第8節搬出・貯留設備を参照する。

	


	プラント機械設備工事
	
	

	４．ペットボトル処理系列
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	ペットボトル受入ホッパ（受入供給設備）
	形　　式
	鋼板溶接構造船底型
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要寸法
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ

	
	設計基準等

	・ホッパ天端は、プラットホーム床面とし、搬入車両の直接投入も可能とすること。
・着脱式安全柵を設け、系列運転停止時の安全対策を講じること。
・受入貯留設備においては、指定回収袋の状態で貯留されるため、ホッパによる投入に適した構成とすること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ペットボトル供給コンベヤ（受入供給設備）
	形　　式
	鋼製エプロンコンベヤ
	

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ
	幅　　ｍ×奥行　　ｍ×深さ　　ｍ

	
	(3)傾斜角
	　　°
	　　

	
	(4)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(5)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(6)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	エプロン
	
	　　

	
	チェーン
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	設計基準等
	・ごみの飛散防止策を講じ、コンベヤからの落下物を生じないような構造とすること。
・点検・補修が容易に行える構造とすること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ペットボトル手選別コンベヤ
（選別設備）
	形　　式
	ベルトコンベヤ
	

	
	数　　量
	一式
	　　式

	
	主要項目
	
	

	
	（1）搬送能力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	（2）機　　速
	　　m/min
	　　m/min

	
	（3）寸　　法
	　　
	　　

	
	（4）駆動方式
	　　 
	　　

	
	（5）電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	（6）操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	（7）主要部材質
	
	

	
	フレーム
	　　
	　　

	
	ベルト
	
	　　

	
	設計基準等
	・可逆転、可変速操作可能とすること。
・機速は自由に調節可能とし、手選別コンベヤ直近に緊急停止装置を設けること。
・コンベヤから落下物の生じにくい形状とすること。
・作業員から見やすい位置にコンベヤの運転表示灯を設けること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	搬出・貯留
設備
	ペットボトル処理系列
搬出・貯留設備
	本章第8節搬出・貯留設備を参照する。

	


	プラント機械設備工事
	
	

	５．ビン処理系列
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	ビン受入ホッパ（必要に応じて）（受入供給設備）
	形　　式
	鋼板溶接構造船底型
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	・ホッパ天端をプラットホーム床面とする場合は、着脱式安全柵を設け、系列運転停止時の安全対策を講じること。
・フォークリフト、ショベルローダによる投入に適した構成とすること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ビン類供給コンベヤ（必要に応じて）（受入供給設備）
	形　　式
	鋼製エプロンコンベヤ
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)主要寸法
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m
	幅　　m×奥行　　m×深さ　　m

	
	(3)傾斜角
	　　°
	　　

	
	(4)電動機
	　　kW
	　　ｋW

	
	(5)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(6)主要部材質
	
	

	
	フレーム
	
	　　

	
	エプロン
	
	　　

	
	チェーン
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	設計基準等
	・搬送物、搬送量、傾斜角、発塵性、負荷変動等に応じて、条件に最も適した形式、仕様とすること
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ビン破砕処理装置（必要に応じて）（破砕設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)能　　力
	　　ｔ/ｈ
	　　ｔ/ｈ

	
	(2)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	(3)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(4)主要部材質
	
	　　

	
	設計基準等
	・騒音・粉じん対策を施すこと。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	搬出・貯留
設備
	ビン処理系列　搬出・貯留設備
	本章第8節搬出・貯留設備を参照する。

	


	プラント機械設備工事
	
	

	６．危険ごみ処理系列
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	スプレー缶処理装置（破砕設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)処理能力
	　　本/h
	　　本/h

	
	(2)処理可能寸法
	缶径　　～　　ｍｍ、缶長　　～　　mｍ
	缶径　　～　　ｍｍ、缶長　　～　　mｍ

	
	(3)主要材質
	
	　　

	
	(4)電動機
	　　V×　　P×　　ｋW
	　　V×　　P×　　ｋW

	
	(5)操作方式
	現場手動
	　　

	
	(6)付属品
	
	　　

	
	設計基準等
	・スプレー缶（ボンベを含む。）を穴開け（又は粉砕）して充填されているガスを抜くために設ける。
・形式、機種の選定にあっては、能力、効率性、安全性、操作性に留意する。
・本市既存施設での実績としてアルミ製スプレー缶が約3,200kg/年排出されているので施設計画の参考とする。スチール製スプレー缶についてはアルミ製スプレー缶の約1.2倍程度（本数）と想定する。
・設置場所はガスが拡散しやすく風通しの良い場所を選定するとともに、ガス臭や塗料の飛散に支障の無い場所とする。
・その他要求水準書に指定するもの。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	使い捨てライター処理装置（必要に応じて）（破砕設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)処理能力
	　　個/h
	　　個/h

	
	(2)主要材質
	　　
	　　

	
	(3)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(4)操作方法
	現場手動
	　　

	
	(5)付属品
	
	　　

	
	設計基準等
	・使い捨てライターを粉砕して充填されているガスを抜くために設ける。
・形式、機種の選定にあっては、能力、効率性、安全性、操作性に留意する。
・設置場所はガスが拡散しやすく風通しの良い場所を選定するとともに、ガス臭の飛散に支障の無い場所とする。
・ガス以外の充填物が広範囲に飛散しない構造とする。
・処理された使い捨てライターは破砕・選別処理系列の受入貯留ヤードに移送できるよう計画する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	蛍光管処理装置（破砕設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	処理対象物
	蛍光灯（直管形、環形、電球形）
	　　

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)処理能力
	　　本/h
	　　本/h

	
	(2)主要材質
	　　
	　　

	
	(3)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(4)操作方法
	現場手動
	　　

	
	(5)保管容器
	ドラム缶
	　　

	
	(6)付属品
	　　
	　　

	
	設計基準等
	・ガラス片や水銀及び蛍光粉等が飛散しない構造とすること。
・処理物から口金が容易に回収できること。
・作業環境中の水銀濃度を0.0025mg/m3 以下とすること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	搬出・貯留設備
	危険ごみ処理系列
搬出・貯留設備
	本章第8節搬出・貯留設備を参照する。

	


	プラント機械設備工事
	
	

	７．貯留・搬出設備
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	金属圧縮機
	形　　式
	二方向圧縮式等
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)処理能力
	　　ｔ/ｈ（鉄処理時）
　　ｔ/ｈ（アルミ処理時）
	　　ｔ/ｈ

　　ｔ/ｈ

	
	(2)圧縮力
	最大　　MPa
	最大　　MPa

	
	(3)成型寸法
	幅　mm×長さ　mm×高さ　mm
	幅　mm×長さ　mm×高さ　mm

	
	(4)構造・材質
	
	　　

	
	(5)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(6)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	ホッパ
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	　　

	
	(2)数　　量
	各1基
	各　　基

	
	(3)有効容量
	
	

	
	スチール缶ホッパ
	　　㎥
	　　㎥

	
	アルミ缶ホッパ
	　　㎥
	　　㎥

	
	油圧装置
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	　　

	
	(2)数　　量
	1基
	　　基

	
	(3)容　　量
	　　l/min
	　　l/min

	
	(4)圧　　力
	最大　　MPa、常用　　MPa
	最大　　MPa、常用　　MPa

	
	(5)電動機
	　　V×　　P×　　ｋW
	　　V×　　P×　　ｋW

	
	(6)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	

	
	ローラコンベヤ（1基につき）
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)主要項目
	　　
	　　

	
	付属品
	　　
	　　

	
	設計基準等
	・鉄用、アルミ用共用とするため、適切な圧縮力の選択可能な構成とすること。
・ホッパは必要処理量とサイクルタイムに対して十分な余裕をもった容量を有するものとし、自動切替可能とすること。
・駆動用油圧ユニットは別置きとし、防油堤を設けること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ペットボトル圧縮梱包機
	圧縮梱包機
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)処理能力
	　　ｔ/ｈ（ペットボトル処理時）
	　　ｔ/ｈ

	
	(4)圧縮力
	最大　　MPa
	最大　　MPa

	
	(5)成型寸法
	幅　mm×長さ　mm×高さ　mm
	幅　mm×長さ　mm×高さ　mm

	
	(6)構造・材質
	
	　　

	
	(7)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(8)操作方法
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	一時貯留ホッパ
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	ペットボトル圧縮梱包機
	(3)有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	油圧装置
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)容　　量
	　　l/min
	　　l/min

	
	(4)圧　　力
	最大　　MPa、常用　　MPa
	最大　　MPa、常用　　MPa

	
	(5)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(6)操作方式
	現場手動・遠隔自動
	　　

	
	ローラコンベヤ（1基につき）
	
	

	
	(1)形　　式
	　　
	　　

	
	(2)数　　量
	　　基
	　　基

	
	(3)主要項目
	　　
	　　

	
	設計基準等
	・容易に型くずれを起こさないものとすること。
・梱包形状は（財）日本容器包装リサイクル協会「分別基準適合物引き取りガイドライン」によること。
・圧縮機の駆動方式は、油圧式とすること。
・プレス前に一時貯留ホッパを設置すること。
・梱包に際しては、番線を使用しないものとし、PPバンドの採用を原則とする。また、必要に応じてフィルムを用いるものとする。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	不燃物貯留バンカ
	形　　式
	鉄骨鋼板製
	　　

	
	数量
	1基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)容　　量
	　　㎥（搬出車両1.5台分以上とする）
	　　㎥

	
	(2)材質・厚さ
	　　：　　㎜
	　　：　　㎜

	
	(3)排出ゲート形式
	油圧カットゲート方式等
	　　

	
	(4)操作方式
	現場手動
	　　

	
	主要機器（1基につき）
	
	

	
	(1)バンカ本体
	1基
	　　基

	
	(2)排出ゲート
	　　組
	　　組

	
	(3)シリンダ
	　　本
	　　本

	
	(4)表示灯設備
	１式
	　　

	
	設計基準等
	・本装置の形状は、搬出車荷台に合致した落下口とし、粉じんの飛散や磨耗・固着を考慮した構造とすること。
・本装置は搬出車が円滑に作業できる配置とすること。
・本装置より搬出車荷台に荷下しする際に、車両を移動しないで、できるだけ荷台に均一に積載できるような対策を考慮すること。
・本装置には、各バンカへの貯留状況（空、満）が判るように、搬出場に表示灯（赤、青）を設けると共に、中央操作室にて状況を把握できるよう考慮すること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	プラスチック残渣搬出装置
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)容　　量
	　　㎥
	　　㎥

	
	(2)材質・厚さ
	　　：　　㎜
	　　：　　㎥

	
	(3)充填装置
	　　
	　　

	
	(4)操作方式
	
	　　

	
	主要機器（1基につき）
	
	

	
	(1)中間ホッパ
	　　基（必要に応じて）
	　　基

	
	(2)充填装置
	　　基
	　　基

	
	(3)フレコンパック換装装置
	　　基
	　　基

	
	(4)表示灯設備
	１式
	　　

	
	設計基準等
	・本装置の形状及び形式は、効率的にフレコンパックへ充填可能なもので、粉じんの飛散や磨耗・固着を考慮した構造とすること。
・本装置は円滑にフレコンパックを換装可能な構造とすること。
・本装置より払い出したフレコンパック（充填済み）をストックヤードへ貯留するための補助具等を備えること。
・本装置には、作動状況が判るように、装置近傍に表示灯（赤、青等）を設けると共に、中央操作室にて状況を把握できるよう考慮すること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ストックヤード
	形　　式
	屋内ヤード
	　　

	
	数　　量
	一式
	　　

	
	構　　造
	　　
	　　

	
	貯留面積・貯留容量
	搬出車両1.5台分以上の容量を備えること。
	

	
	破砕・選別処理系列

	
	鉄　　類
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	破砕鉄
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	　　
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	　　㎡、　　㎥
	　　㎡、　　㎥

	
	(５)搬出車両
	　　
	　　

	
	アルミ類
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	破砕アルミ
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	　　
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	　　㎡、　　㎥
	　　㎡、　　㎥

	
	(５)搬出車両
	　　
	　　

	
	不燃物
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	フレコンパック入り
	　　

	ストックヤード
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	　　
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	　　㎡、　　㎥
	　　㎡、　　㎥

	
	(５)搬出車両
	　　
	　　

	
	缶処理系列

	
	スチール缶
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	スチール缶プレス
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	　　
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	　　㎡、　　㎥
	　　㎡、　　㎥

	
	(５)搬出車両
	　　
	　　

	
	アルミ缶
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	アルミ缶プレス
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	　　
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	　　㎡、　　㎥
	　　㎡、　　㎥

	
	(５)搬出車両
	　　
	　　

	
	ビン処理系列

	
	無色ビン
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	カレット
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	　　
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	　　㎡、　　㎥
	　　㎡、　　㎥

	
	(５)搬出車両
	　　
	　　

	
	茶色ビン
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	カレット
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	　　
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	　　㎡、　　㎥
	　　㎡、　　㎥

	
	(５)搬出車両
	　　
	　　

	
	その他色ビン
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	カレット
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	　　
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	　　㎡、　　㎥
	　　㎡、　　㎥

	
	(５)搬出車両
	　　
	　　

	
	ペットボトル処理系列

	
	ペットボトル
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	ベール品
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	　　
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	　　㎡、　　㎥
	　　㎡、　　㎥

	
	(５)搬出車両
	　　
	　　

	
	
	
	

	ストックヤード
	危険ごみ処理系列
	
	

	
	蛍光管
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	ドラム缶入り
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	―
	―

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　（50缶分）
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	―
	―

	
	(５)搬出車両
	リフター付き4ｔ平ボディ
	　　

	
	乾電池・充電池・ボタン電池
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	フレコンパック入り
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	　　
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　（12袋分）
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	―
	―

	
	(５)搬出車両
	12ｔトラック
	　　

	
	水銀使用製品
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	種類別にフレコンパックで保管
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	―
	―

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　（12袋分）
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	―
	―

	
	(５)搬出車両
	12ｔトラック
	　　

	
	充電池内蔵製品・充電池
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	種類別にフレコンパックで保管
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	―
	―

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　（12袋分）
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	―
	―

	
	(５)搬出車両
	12ｔトラック
	　　

	
	その他

	
	紙パック
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	プラスチックコンテナ
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	0.40
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　（10個分）
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	―
	―

	
	(５)搬出車両
	4ｔ平ボディ
	　　

	
	古紙類
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	新聞：　平積み
ダンボール：　平積み
雑誌：　平積み
	新聞：　 
ダンボール：　  
雑誌：　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	0.38
	　　

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　（10㎡）
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	―
	―

	
	(５)搬出車両
	新聞：4ｔ平ボディ
ダンボール4ｔ平ボディ車
雑誌：4ｔ平ボディ
	新聞：　　
ダンボール：　　
雑誌：　　

	
	古布類
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	平積み
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	0.09
	　　

	
	
	
	

	ストックヤード
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　（4㎡）
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	―
	―

	
	(５)搬出車両
	4ｔ平ボディ
	　　

	
	処理不適物
	
	

	
	(1)貯留品目の姿
	種類別に平積み
	　　

	
	(2)単位容積重量（ｔ/㎥）
	―
	―

	
	(3)ヤード有効面積（㎥）
	　　（40㎡）
	　　

	
	(4)搬出車両1台分に相当する面積等
	―
	―

	
	(５)搬出車両
	4ｔ平ボディほか
	　　

	
	設計基準等
	・ヤードの有効面積は搬出車両1.5台分以上の容量を確保すること。
・ヤードは貯留、搬出に支障の無い構造とし、作業用車両・重機による搬出に対して耐摩耗、耐久、耐衝撃対策を施すこと。
・破砕・選別処理系列、ビン処理系列、ペットボトル処理系列はそれぞれ三方壁を設けるものとする。なお、処理不適物ヤードには、施設内で選別された処理不適物や本市が回収した不法投棄廃棄物を貯留することとなるため、三方壁で囲うとともに外部の目に触れない位置に配置すること。
・ヤードには清掃用散水設備、排水側溝を設けること。
・その他要求水準書に指定するもの。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	８．集じん・脱臭設備
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	計画基本条件
	設計基準等
	・除じん、脱臭の対象箇所については、表4-4を参考とし、適宜追加する。
・集じんに際して、フィルム状のプラスチック等の軽量物を吸引する可能性のある箇所については、サイクロンを通した後にバグフィルタで除じんする。
・排風機にはサイレンサを付属する。
・排気口の位置は、隣接する建物位置や敷地境界までの距離等を考慮して選定する。
・排気口における粉じん濃度は0.1g/㎥N以下とする。
・排気口における悪臭基準を満足すること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	サイクロン
（吸引排気集じん設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)処理風量
	　　㎥/min
	　　㎥/min

	
	(2)サイクロン径
	　　mmφ
	　　mmφ

	
	(3)圧力損失
	　　Pa
	　　Pa

	
	(4)粉じん排出方式
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ろ過式集じん器（バグフィルタ）
（吸引排気集じん設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)処理風量
	　　㎥/min
	　　㎥/min

	
	(2)ろ過面積
	　　㎡
	　　㎡

	
	(3)構造・材質
	　　
	　　

	
	(4)逆洗方式
	　　
	　　

	
	(5)粉じん排出方式
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	送風機（吸引排気集じん設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)風　　量
	　　㎥N/h
	　　㎥N/h

	
	(2)風　　圧
	　　ｋPa（20℃において)
	　　ｋPa（20℃において)

	
	(3)回転数
	　　min-1
	　　min-1

	
	(4)主要部材質
	　　
	　　

	
	(5)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(6)操作方式
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	排風機（吸引排気集じん設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（１基につき）
	
	

	
	(1)風　　量
	　　㎥N/h
	　　㎥N/h

	
	(2)風　　圧
	　　ｋPa（20℃において)
	　　ｋPa（20℃において)

	
	(3)回転数
	　　min-1
	　　min-1

	
	(4)主要部材質
	
	

	
	(5)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(6)操作方法
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	吸引フード、ダクト
（吸引排気集じん設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	一式
	　　

	
	主要項目
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	集じん器
（排気集じん脱臭設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理能力
	　　㎥/min
	　　㎥/min

	
	(2)構造・材質
	　　
	　　

	
	(3)操作方法
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	脱臭設備
（排気集じん脱臭設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	1基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	(1)処理能力
	　　㎥/min
	　　㎥/min

	
	(2)構造・材質
	　　
	　　

	
	(3)操作方法
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	送風機（排気集じん脱臭設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)風　　量
	　　㎥N/h
	　　㎥N/h

	
	(2)風　　圧
	　　ｋPa（20℃において)
	　　ｋPa（20℃において)

	
	(3)回転数
	　　min-1
	　　min-1

	
	(4)要部材質
	　　
	　　

	
	(5)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(6)操作方法
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	
	
	
	

	排風機（排気集じん脱臭設備）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)風　　量
	　　㎥N/h
	　　㎥N/h

	
	(2)風　　圧
	　　ｋPa（20℃において)
	　　ｋPa（20℃において)

	
	(3)回転数
	　　min-1
	　　min-1

	
	(4)要部材質
	　　
	　　

	
	(5)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	(6)操作方法
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	９．給水設備
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	水槽類仕様
（必要に応じて）
	名　　称
	
	

	
	数　　量
	　　　基
	　　基

	
	有効容量
	　　㎥
	　　㎥

	
	構造・材質
	　　
	　　

	
	備考（付属品等）
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ポンプ類仕様（必要に応じて）
	名　　称
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	形　　式
	　　
	　　

	
	有効容量
	吐出量(m3/h)×全揚程(m)
	

	
	電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	主要部材質
	ケーシング：　　
インペラ：　　
シャフト：　　
	ケーシング：　　

インペラ：　　
シャフト：　　

	
	備考・付属品
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	機器冷却水冷却塔（必要に応じて）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)循環水量
	　　㎥/ｈ
	　　㎥/ｈ

	
	(2)冷却水入口温度
	　　℃
	　　℃

	
	(3)冷却水出口温度
	　　℃
	　　℃

	
	(4)外気温度
	乾球温度　　℃、湿球温度　　℃
	乾球温度　　℃、湿球温度　　℃

	
	(5)主要材質
	
	

	
	本体
	
	　　

	
	フレーム・架台
	
	　　

	
	充填材
	
	　　

	
	(6)電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	付属品
	必要なもの一式
	　　

	
	設計基準等
	・省エネタイプ、低騒音型とすること。
・開放型を選定する場合、白煙防止機能付きとする。
・鳥対策を講じること。
・スケール防止剤等の機器冷却水薬剤供給装置を設ける。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	機器冷却水薬注装置（必要に応じて）
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	主要項目（1基につき）
	
	

	
	(1)薬剤
	　　
	　　

	
	(2)運転方式
	　　
	　　

	
	付属品
	
	

	
	(1)薬注ポンプ
	　　基、能力　　L/h
	　　基、能力　　L/h

	
	(2)薬剤タンク
	　　基、容量　　L
	　　基、容量　　L

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	１０．排水処理設備
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	水槽類仕様（必要に応じて）
	中継集水槽
	
	

	
	数　　量
	　　
	　　

	
	容　　量
	　　
	　　

	
	構造・材質
	　　
	　　

	
	寸　　法
	　　
	　　

	
	電動機
	　　
	　　

	
	備　　考
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ポンプ類仕様（必要に応じて））
	揚水ポンプ

	
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	吐出量
	　　(m3/h)×全揚程(m)
	　　(m3/h)×全揚程(m)

	
	主要材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　

	
	インペラ
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	操作方式
	　　
	　　

	
	備考・付属品
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	ポンプ類仕様（必要に応じて）
	圧送ポンプ

	
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	吐出量
	　　(m3/h)×全揚程(m)
	　　(m3/h)×全揚程(m)

	
	主要材質
	
	

	
	ケーシング
	
	　　

	
	インペラ
	
	　　

	
	シャフト
	
	　　

	
	電動機
	　　ｋW
	　　ｋW

	
	操作方式
	　　
	　　

	
	備考・付属品
	　　
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	１１．供用設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	機器搬入出用
ホイスト設備
	名　　称
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	揚程×定格荷重
	　　×　　
	　　×　　

	
	駆動方式
	巻上　　
走行　　
	巻上　　
走行　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	工作機械類他
	設計基準等
	・保守点検整備に必要な工作機械、工具、安全器具類を納入する。各設備装置機器には専用工具類を付属品として納入する。
・電気、機械関係測定等必要な測定器を納入する維持管理業務に従事する者の意見を聴いて納入リスト（案）を作成し、本市の承諾を受けること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	１２．電気設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	電源計画
	電源計画
	・本設備電源は、ごみ焼却施設電気設備より配電されること。
・異常時は、ごみ焼却施設電気設備の制御下におかれ、非常用電源もごみ焼却施設非常用電源設備から供給を受けること。
・ごみ焼却施設で負荷の選択遮断を行う際は、選択遮断の対象とすること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	受配変電盤設備工事
	高圧配電盤（高圧負荷のない場合は、ごみ処理施設側にて変圧し供給することも可能とする。）

	
	形　　式
	鋼板製屋内閉鎖垂直自立形
	

	
	数　　量
	　　面
	　　面

	
	主要取付機器
	　　
	　　

	
	高圧変圧器（高圧仕様のない場合は、ごみ焼却施設側にて変圧し供給することも可能とすること。）

	
	プラント動力用変圧器
	
	

	
	形　　式
	
	　　

	
	電　　圧
	　　kV/　　V（3φ、3W）
	　　kV/　　V（3φ、3W）

	
	容　　量
	　　kVA
	　　kVA

	
	絶縁階級
	　　種
	　　種

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	低圧配電設備
	形　　式
	鋼板製屋内閉鎖垂直自立形
	

	
	数　　量
	計　　面
	計　　面

	
	420V用動力主幹盤
	　　面
	　　面

	
	210V用動力主幹盤
	　　面
	　　面

	
	照明用単相主幹盤
	　　面
	　　面

	
	その他配電盤
	　　面
	　　面

	
	主要取付機器を明示する
	
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	動力設備工事
	動力制御盤

	
	形　　式
	鋼板製屋内閉鎖垂直自立型又はコントロールセンター
	

	
	数　　量
	計　　面
	計　　面

	
	プラント動力制御盤
	　　面
	　　面

	
	共通動力制御盤
	　　面
	　　面

	
	非常用動力制御盤
	　　面
	　　面

	
	その他必要なもの
	　　面
	　　面

	
	現場制御盤

	
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　面
	　　面

	
	主要取付機器
	　　
	　　

	
	現場操作盤

	
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　面
	　　面

	
	主要取付機器
	　　
	　　

	
	中央監視操作盤(計装設備に含む)

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	保守用電源盤
	形　　式
	鋼板製簡易防じん・防水型
	　　

	
	容　　量
	210V、200A
105V、50A
	　　

　　

	
	電　　源
	三相三線210V、単相二線105V
	　　

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	１３．計装設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	一般事項
	一般事項
	・主要な機器の運転監視制御は、原則として中央操作室に中央操作盤（オペレータコンソール）を設け全ての機器の操作制御が行えるよう計画する。また、必要に応じて現場操作盤による操作とする。
・その他は、第3章プラント設備工事仕様（ごみ焼却施設編）第13節計装制御設備の記載内容を踏襲すること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	計装・制御方針
	制御系
	・処理系列の各設備、装置、機器の起動動作は、下流の装置、機器から順次起動するシステムとする。また、各電動機は、通常下流側からのみ順次起動できるようインターロック回路を組む。また、下流側機器の過負荷時には、自動的に停止、速度調整が可能とする。
・運転中にある機械が異常のため停止した場合、運転を一斉停止させると共に、中央操作室と現場の警報を発報する。
・破砕・選別系列等の一連の流れ作業を構成する設備、装置、機器のうち、いずれかの機器が停止した場合には、対象機器の上流側の機器は自動的に停止するシステムとする。
・破砕機の過負荷による、ごみの供給量の制御が可能とする。
・装置の発停は手動介入により行う。ただし、その発停が手動介入では不具合や危険を生じさせる場合は、自動発停とする。
・制御装置は監視制御設備内、中央操作室、電気関係諸室、現場等に分散して配置する。ただし、粉じん、高温、多湿等の雰囲気に配置する場合には、制御装置（盤を含む）に保護策を講じる。
・制御装置を配置する場合、メンテナンス用スペースと照明を設ける。
・制御装置を監視制御設備以外の場所に設置する場合、中央にその装置の運転に必要な情報を伝送する。
	

	
	手動介入
	・通常時においては、装置の発停は中央操作室から行う。また、その設定値の変更等も中央操作室から可能とする。
・装置の発停は現場においても行う。現場には発停用のスイッチ、切換スイッチ等を現場制御盤や現場操作盤に設ける。
・分散配置した制御装置の調整は各々の制御装置で行う。
・単独で配置された電動機には機側に現場制御操作盤を設け、ここから発停を可能とする。
・破砕機、コンベヤ等の機側には、緊急停止装置を設けるものとする。特に機側での日常作業が必要な装置には、作業場所付近に緊急停止装置（コンベヤの引綱スイッチ等）を設ける。緊急停止した場合は、対象装置だけでなく、関連性や安全面を考慮して停止が必要と考えられる全ての装置を一括して停止する。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	計画概要
	計画概要
	第3章プラント設備工事仕様（ごみ焼却施設編）第13節計装制御設備の記載内容を踏襲すること。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	計装制御計画
	一般項目
	第3章プラント設備工事仕様（ごみ焼却施設編）第13節計装制御設備の記載内容を踏襲すること。
	

	
	計装監視機能
	・ストックヤード貯留量、各種レベル、温度、圧力等の表示・監視
・受入ホッパ、2種の破砕機運転状況の表示
・主要機器の運転状況の表示
・受変電設備運転状態の表示・監視
・主要電動機電流値の監視
・機器及び制御系統の異常の監視
・その他運転に必要なもの
	

	
	自動制御機能
	・低速回転破砕機、負荷制御（供給コンベヤ速度制御）
・高速回転破砕機、負荷制御（供給コンベヤ速度制御）
・破砕機機内酸素濃度
・動力機器制御
①発停制御
②交互運転
・その他必要な制御
	

	
	データ処理機能
	・品目毎のごみ搬入データ
・選別搬出物品目毎の搬出データ、最終処分用搬出データ
・破砕機、圧縮処理設備、手選別コンベヤ品目毎運転時間
・電力量管理データ
・各種プロセスデータ
・沼津市清掃事業概要の所定様式への出力
・その他必要なデータ
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	計装機器
	一般計装センサー
	・重量センサー等
・温度、圧力センサー等
・流量計、流速計等
・開度計、回転計等
・電流、電力、電圧、電力量、力率等
・レベル計等
・その他必要なもの
	

	
	大気質測定機器
	・吸引排気集じん中粉じん濃度計
・排気集じん脱臭中粉じん濃度計
	

	
	ITV装置

	
	カメラ設置場所
	
	

	
	A.プラットホーム受入貯留ヤード
	
	

	
	台　　数
	必要数
	　　台

	
	種　　別
	防塵
	　　

	
	レンズ型式
	電動ズーム
	　　

	
	備　　考
	回転雲台付、録画機能付き
	　　

	
	B.破砕機行き供給コンベヤ
	
	

	
	台　　数
	2台
	　　台

	
	種　　別
	防水・防塵
	　　

	
	レンズ型式
	電動ズーム
	　　

	
	備　　考
	回転雲台付、録画機能付き
	　　

	
	C.破砕機内部・排出部
	
	　　台

	
	台　　数
	4台
	　　台

	
	種　　別
	防塵
	　　

	
	レンズ型式
	標準
	　　

	
	備　　考
	録画機能付き
	　　

	
	D.可燃物搬送コンベヤ
	
	

	
	台　　数
	2台
	　　台

	
	種　　別
	防塵
	　　

	
	レンズ型式
	電動ズーム
	　　

	
	備　　考
	回転雲台付、録画機能付き
	　　

	
	E.手選別コンベヤ
	
	

	
	台　　数
	2台
	　　台

	
	種　　別
	防塵
	　　

	
	レンズ型式
	電動ズーム
	　　

	
	備　　考
	回転雲台付
	　　

	
	F.各選別装置
	
	

	
	台　　数
	1台
	　　台

	
	種　　別
	防塵
	　　

	計装機器
	レンズ型式
	標準
	　　

	
	備　　考
	
	　　

	
	G.各受入ホッパ
	
	　　台

	
	台　　数
	1台
	　　台

	
	種　　別
	防塵
	　　

	
	レンズ型式
	電動ズーム
	　　

	
	備　　考
	回転雲台付
	　　

	
	H.ストックヤード
	
	

	
	台　　数
	必要数
	　　台

	
	種　　別
	防塵
	　　

	
	レンズ型式
	電動ズーム
	　　

	
	備　　考
	回転雲台付
	　　

	
	モニタ設置場所
	台数、種別、大きさ、監視対象、備考
	

	
	中央操作室
	1台、カラー、70インチ、（A、B、C、D、E、F、G、H)、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	
	1台、カラー、20インチ、A、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	
	1台、カラー、20インチ、B、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	
	1台、カラー、20インチ、C、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	
	1台、カラー、20インチ、D、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	
	1台、カラー、20インチ、E、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	
	2台、カラー、20インチ、F、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	
	2台、カラー、20インチ、G、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	
	2台、カラー、20インチ、H、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	プラットホーム監視室
	1台、カラー、20インチ、A、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	計量棟
	2台、カラー、20インチ、A、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	管理棟事務室
	1台、カラー、50インチ、（A、B、C、D、E、F、G、H)、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	ごみ焼却施設中央制御室
	1台、カラー、20インチ、D、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	クリーンセンター管理事務所棟事務室
	1台、カラー、85インチ、（A、B、C、D、E、F、G、H)、切替
	　　台、　　、　　インチ、　　、　　

	
	設計基準等
	・カメラ取付位置の必要な個所は画像撮影用照明を設けること。
・ごみ焼却施設中央制御室、計量棟、管理棟事務室に、要部画像を送信すること。
・施設の運転管理上必要と思われる場所及び、試運転の段階で必要性が確認された場所については、ITV監視設備を追加すること。
・モニタを設置する箇所に操作器を設置すること。なお、管理棟事務室は画面切替のみの操作とする。
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	システム構成
	オペレータコンソール

	
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	　　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	中央監視盤

	
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	　　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	プロセス制御ステーション

	
	形　　式
	
	

	
	数　　量
	　　　基
	　　基

	
	主要項目
	
	

	
	プリンタ

	
	帳票プリンタ要目
	
	　　

	
	メッセージプリンタ要目
	
	　　 

	
	カラーハードコピー機項目
	
	　　

	
	計装項目の設定
	・運転管理、施設維持管理のため、必要な項目はすべてカバーすること。
・機器の異常発生時、その上流側の機器のインターロックをとるなど、安全側に働くことを基本とすること。
・複数の単位制御項目が積層して構成されるシステムに対しては、単位制御システムが合理的、効果的に結合すること。
・計装項目のうち必要なものはごみ焼却施設でも管理可能なこと。
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	

	モニタリング装置
	機　　能
	オペレータコンソールの監視画面のデータ表示、運転月報・運転日報等の表示、ITV画面表示、プリンタの印字を行う。
	

	
	主要機器（必要に応じて）
	
	

	
	(1)PCとモニター
	
	

	
	(2)プリンタ（A3判以上）
	
	

	
	(3)補助記憶装置
	
	

	
	(4)その他必要なもの
	
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


	プラント機械設備工事
	
	

	１４．研修設備
	
	

	項        目
	要求水準等
	　　　　　社仕様内容

	説明用調度品
	見学者用説明装置
	本装置は、見学者廊下の各見学者窓付近に設置し、動画及び音声により、見学者に対し各装置の目的、機能を分かり易く解説するための装置である。また、見学窓から目的物が見えない場合は、ＩＴＶによる映像をモニタ（40インチ）で表示できるようにする。
	

	
	形　　式
	　　
	　　

	
	数　　量
	　　基
	　　基

	
	操作方式
	
	　　

	
	主要機器
	
	

	
	構　　造
	壁掛け型、自立型、40インチモニタ
	　　

	
	材　　料
	
	　　

	
	寸　　法
	
	　　

	
	設置場所
	①プラットホーム見学窓付近
②中央操作室見学窓付近
③手選別質見学窓付近
④選別装置見学窓付近
⑤機械室見学窓付近
⑥圧縮・梱包関係見学窓付近（金属圧縮機、ペットボトル圧縮梱包機）
⑦ストックヤード見学窓付近
⑧その他
	

	
	要求水準書と異なる仕様を
提案した理由
	
	


以　上
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